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北
竜
町
議
会
行
政
視
察

　

７
月
３
日
、
む
か
わ
町
役
場
を

訪
問
し
、
共
同
墓
の
設
置
の
経
緯

や
現
状
に
つ
い
て
視
察
を
行
っ
た
。

設
置
の
経
緯
は
、
現
む
か
わ
町
長

二
期
目
の
公
約
で
あ
っ
た
こ
と
。

ま
た
、
各
町
内
会
や
老
人
会
よ
り

要
望
あ
っ
て
の
も
の
。
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
に
よ
る
墓
石
崩
壊
の

被
害
の
影
響
も
設
置
に
繋
が
っ
た
。

　

折
り
し
も
、
昨
今
の
「
墓
じ
ま

い
」
の
風
潮
も
相
ま
っ
て
胆
振
地

域
の
各
市
町
で
も
設
置
が
進
ん
で

い
る
よ
う
だ
。
利
用
者
は
予
想
よ

り
は
少
な
め
に
推
移
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
人
口
減
に
よ
る
遺

骨
の
後
見
人
の
減
少
が
進
む
な
か
、

今
後
、
利
用
者
の
増
加
に
転
じ
て

い
く
も
の
と
話
さ
れ
て
い
た
。

　

次
に
、
鹿
肉
処
理
場
『
む
か

わ
の
ジ
ビ
エ
』
を
視
察
。
旧
ハ

ム
加
工
場
の
物
件
を
改
装
し
て

２
０
１
５
年
か
ら
開
業
。
野
生
鳥

獣
被
害
が
増
加
す
る
中
「
ハ
ン

タ
ー
に
よ
る
食
肉
処
理
業
」
と
し

て
、廃
棄
を
避
け
て
極
上
の
食
肉
・

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
・
皮
革
等
を
提
供

し
て
い
る
。
駆
除
と
狩
猟
の
葛
藤

を
乗
り
越
え
て
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ル
（
動
物
福
祉
）
を
柱
に
、

命
を
尊
重
し
動
物
の
ス
ト
レ
ス
を

出
来
る
限
り
少
な
く
す
る
よ
う
務

め
て
い
て
、
需
要
の
増
加
も
見
込

ま
れ
る
中
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
も
３
年
目
の
参
加
。
一

人
で
全
て
の
業
務
を
こ
な
す
現
状

な
の
で
、
良
い
働
き
を
継
続
す
る

た
め
に
積
極
的
な
町
の
協
力
が
必

要
と
感
じ
た
。

　
　

（
寺
垣 

信
晃
／
尾
﨑 

圭
子
）

 

北
海
道
町
村
議
会
議
員

 

研
修
会

　

７
月
２
日
、
北
海
道
町
村
議
会

議
員
研
修
会
が
札
幌
市
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
気
象
予
報
士
の
森
朗

氏
よ
り
「
札
幌
が
東
京
よ
り
暑

く
な
る
!?
～
加
速
す
る
気
候
変

動
」
と
題
し
て
講
演
を
頂
い
た
。

２
０
２
３
年
の
北
海
道
の
年
平
均

気
温
は
統
計
開
始
以
降
、
最
も
高

い
値
だ
っ
た
。

　

木
の
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
は
若
い
木
は

多
い
が
、
古
く
な
る
と
少
な
く
な

る
。
木
を
育
て
伐
採
し
、
森
林
の

維
持
管
理
は
大
切
だ
と
感
じ
、
こ

れ
か
ら
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
貴
重

な
講
演
だ
っ
た
。

　

第
二
部
は
、「
人
口
減
少
と
市

町
村
の
重
要
性
、
民
主
主
義
に
つ

い
て
自
省
を
含
め
て
の
所
感
」
と

題
し
、
元
衆
議
院
議
長
の
大
島
理

森
氏
よ
り
講
演
を
頂
い
た
。
世
界

と
日
本
の
30
数
年
間
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
地
方
議
員
と
国
会
議
員

に
は
大
き
な
責
任
が
あ
り
、
地
方

　

７
月
10
日
、
上
砂
川
町
町
民
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
空
知
町
村
議
会

議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
「
地
方

議
会
に
お
け
る
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
推
進

に
つ
い
て
、
ｅ-

Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
を
使

っ
て
我
が
国
経
済
・
社
会
を
み
る
」

と
題
し
て
、
総
務
省
統
計
局
統
計

利
用
推
進
研
究
官
の
長
藤
洋
明
氏

の
講
演
を
聴
講
し
た
。

　

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
と
は
、
政
策
目
的
と

政
策
手
段
の
繋
が
り
を
デ
ー
タ
な

議
員
の
皆
様
に
は
、
住
民
の
声
を

行
政
に
反
映
さ
せ
る
様
努
力
し
て

頂
き
た
い
と
話
さ
れ
た
。

　
　
　

（
林 

佳
子
／
木
村 

和
雄
）

 

空
知
町
村
議
会
議
員

 

研
修
会
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【
９
月
】

４
日
…
北
竜
町
敬
老
会
、
議
会
運

営
委
員
会

11
～
13
日
…
第
３
回
北
竜
町
議
会

定
例
会

未
定
…
例
月
出
納
検
査

【
８
月
】

５
～
７
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長

会
中
央
要
望

７
～
９
日
…
北
空
知
議
会
議
長
連

絡
協
議
会
中
央
要
望

10
日
…
三
谷
金
毘
羅
宮
例
大
祭

12
日
…
Ｔ
Ｈ
Ｅ
太
鼓
ま
つ
り
in
北

竜
２
０
２
４

16
日
…
北
竜
盆
踊
り
大
会

18
日
…
第
60
回
北
商
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会

19
～
22
日
…
決
算
審
査
（
監
査
委

員
）

20
日
…
令
和
6
年
度
北
竜
町
戦
没

者
追
悼
式

21
日
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）

28
日
…
新
篠
津
村
議
会
視
察
受
入

29
日
…
議
会
会
議
シ
ス
テ
ム
デ
モ
、

全
員
協
議
会

ど
活
用
し
根
拠
を
求
め
政
策
の
枠

組
み
を
明
確
に
す
る
取
組
の
事

で
、
政
府
統
計
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
（
ｅ-
Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
）
を
活
用
し

た
例
題
を
基
に
講
演
頂
い
た
。

　

２
０
５
０
年
の
北
竜
町
人
口
構

造
変
化
な
ど
の
説
明
も
あ
り
、
人

口
・
経
済
・
行
動
特
徴
デ
ー
タ
の

活
用
し
た
予
測
な
ど
、
興
味
深
い

内
容
で
大
変
為
に
な
っ
た
講
演
だ

っ
た
。

　

研
修
会
後
、
歌
志
内
市
に
お
い

て
中
・
北
空
知
廃
棄
物
処
理
広
域

連
合
（
可
燃
ゴ
ミ
回
収
処
理
施

設
）
を
視
察
し
た
。
処
理
能
力
は

１
日
85
ト
ン
、
燃
焼
し
た
排
熱
を

利
用
し
発
電
し
た
電
気
は
施
設
内

で
利
用
、
余
剰
電
力
は
売
電
、
歌

志
内
地
区
の
使
用
を
賄
え
る
と
伺

っ
た
。

　

安
全
で
ク
リ
ー
ン
な
シ
ス
テ
ム

化
さ
れ
た
施
設
に
よ
っ
て
維
持
運

営
が
さ
れ
て
い
る
。
ゴ
ミ
の
分
別

に
は
今
後
と
も
十
分
注
意
し
て
運

営
に
協
力
し
て
頂
き
た
い
と
話
さ

れ
た
。（
沖
野 

学
／
木
村 

和
雄
）

　

７
月
26
日
、
北
空
知
議
会
議
長

連
絡
協
議
会
議
員
研
修
会
が
秩
父

別
温
泉
ち
っ
ぷ
ゆ
う
＆
ゆ
に
お
い

て
開
催
さ
れ
、
北
翔
大
学
大
学
院

　

生
涯
学
習
学
研
究
科
教
授 

千

里
政
文
氏
よ
り
「
こ
れ
か
ら
の
地

域
防
災
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
た
。

空
き
段
ボ
ー
ル
箱
を
利
用
し
た

ベ
ッ
ド
の
作
り
方
や
間
仕
切
り
の

作
り
方
、
地
域
と
の
連
携
を
深
め

た
防
災
活
動
等
の
講
話
を
い
た
だ

い
た
。

　

地
域
防
災
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

事
前
に
協
力
出
来
る
仕
組
み
を
考

え
て
お
く
事
の
大
切
さ
を
教
え
て

い
た
だ
い
た
。　

 

（
木
村 

和
雄
）

 

北
空
知
議
会
議
長

 

連
絡
協
議
会
研
修
会

■
定
例
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

第
３
回
定
例
会(

会
期
９
月
11
日
～
13
日)
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９
年
ぶ
り
に
議
会
に
復
帰
し
ま

し
た
。

　

私
は
、
目
的
無
く
議
会
に
は
出

ま
せ
ん
。

　

私
が
町
に
と
っ
て
必
要
と
思
う

こ
と
、
考
え
る
事
を
実
現
す
る
た

め
に
一
般
質
問
や
質
疑
を
通
し
て

町
に
求
め
、
議
会
活
動
を
通
し
て

町
の
行
財
政
に
関
わ
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

議
会
と
町
の
役
割
に
つ
い
て
、

明
確
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

町
長
と
議
員
は
「
車
の
両
輪
」

と
言
わ
れ
ま
す
。
な
ぜ
か
と
云
う

と
立
場
も
責
務
も
「
個
」
だ
か
ら

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
ち
位
置
で

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
も
の
な
の

で
す
。
上
下
の
関
係
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

今
は
「
車
の
両
輪
」
で
は
な
く

「
ア
ク
セ
ル
」
と
「
ブ
レ
ー
キ
」

と
も
言
わ
れ
ま
す
。
基
本
的
な
理

念
を
失
わ
ず
に
活
動
し
た
い
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
活
動
に
つ
い
て
は
「
何
を

や
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」

と
言
う
声
も
聞
き
ま
す
が
、
議
会

と
し
て
お
知
ら
せ
す
る
の
は
主
に

広
報
で
す
。
そ
の
他
は
地
元
町
内

会
の
新
年
会
と
か
地
神
祭
な
ど
で

の
報
告
で
す
が
、
料
理
を
前
に

長
々
と
喋
る
の
も
ヤ
ボ
な
の
で
、

大
ま
か
に
言
っ
て
後
は
懇
親
の
中

で
聞
か
れ
た
事
に
答
え
る
形
で
し

ょ
う
。
そ
う
い
う
場
面
に
出
な
い

議
員
は
、
自
分
な
り
に
考
え
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
、
議

会
の
定
例
会
は
、
是
非
に
も
傍
聴

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
広
報

で
は
個
々
の
議
員
が
ど
の
よ
う
に

発
言
し
て
い
る
の
か
詳
し
く
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
議
場
に
来
て
頂
く

だ
け
で
も
議
員
も
町
長
含
め
幹
部

職
員
も
緊
張
感
を
も
っ
て
や
り
取

り
で
き
る
も
の
な
の
で
す
。

　

議
員
も
ヘ
タ
な
こ
と
を
言
え
な

い
の
で
、
資
質
も
高
ま
る
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　

 

（
澤
田 

正
人
）


